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アラビア語チュニス方言の VS構文による語りの構造化

熊　切　　　拓
東京大学大学院人文社会系研究科研究員

【要旨】本稿では，アラビア語チュニス方言において動詞－主語の語順となる
VS構文の機能について，物語テクストを対象として分析を行った。まず，登
場人物などが主語となる VS構文が，「場面の主役」，場面の「場所」・「時間」
を設定し，前景の語りにおいて場面転換のきっかけとなる用法について検討し，
さらに物語での実際の語りに即してその用法を確認した。次いで，この場面転
換という用法が，VS構文のもつ theticな新情報提示という機能に由来するこ
とを論じ，VS構文，SV構文，V構文の前景の語りにおける機能の違いを明確
にした。また，情報構造の観点からこの場面転換のVS構文を論じ，この構文を，
語りの内容についての情報を伝達するという共通基盤コンテント的側面と，語
り方についての情報を伝達するという共通基盤マネジメント的側面から分析し
た。そこで，「場面の主役」の転換が VS構文によってなされる場合と，なさ
れない場合があることを，この共通基盤マネジメントという観点から説明した *。

キーワード：アラビア語，動詞文，語順，共通基盤，前景の語り

1. 本稿の概要
　本稿では，アラビア語チュニス方言において動詞－主語の語順となる VS構文の
機能について，物語テクストを対象として分析を行う。第 2節では，対象となる言
語と資料について述べる。第 3節では，VS構文の機能に関して先行研究を踏まえ
て課題を述べる。第 4節では，物語資料における VS構文の用例を検討し，VS構
文が前景の語りにおいて場面転換を引き起こす場合があることを指摘する。第 5節
では，この機能を物語の文脈の中で検証する。第 6節では，VS構文の本来的な機
能と，前景の語りにおける他の動詞文との機能の違いを論ずる。第 7節では，VS
構文の場面転換機能について共通基盤マネジメントという情報構造的な観点から議
論する。第 8節では，本稿の議論をまとめ，課題を述べる。

* 本稿は，日本言語学会大会第 161回大会（2020年 11月 21日，オンライン）での口頭発表
「アラビア語チュニス方言の VS構文による語りの構造化」を発展させたものです。発表にお
いて有益なコメントをくださった方々に感謝申し上げます。また，発表後，チュニス方言の
VS構文について，時崎久夫先生には theticな陳述との関連を，塩原朝子氏には event focusと
の関連を，ご指摘いただきました。これらのご指摘は，第 6節の執筆にあたり有益でした。
ここにお礼を申し上げます。本稿はまた，2名の匿名の査読者よりいただいた多くの助言の
おかげで，構成，内容，表現において改善されました。心より感謝申し上げます。言うまで
もなく，残された不備はすべて著者自身の責任です。なお，本研究は JSPS科研費 19K13183
の成果の一部です。
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2. アラビア語チュニス方言の概要と資料
　アラビア語チュニス方言 1（以下チュニス方言）は，現代アラビア語諸方言のひと
つであり，チュニジア共和国の首都チュニスを中心にコイネーとして広く用いられ
ている（Gibson 2009）。チュニス方言は，もっぱら話し言葉として用いられる。書
き言葉や印刷物で用いられることは非常に少なく，文語として圧倒的に優位な現代
標準アラビア語よりも社会的地位の劣る言語とみなされている。
　資料として，『アル＝アルウィー物語集』（Al-ʕArwiː, ʕAbd-al-ʕaziːz (1989) hikaːjaːt 
al-ʕArwiː Vol. I-IV. 2nd edition. Tunis: Al-Daːr Al-Tuːnisiːja li-l-Naʃr）を利用した。本
書は，各巻 20話から 30話を収録した，総話数 111に及ぶ短編物語集であり，すべ
てがチュニス方言で記されている（ただし，各話に付された語釈は標準アラビア
語 2である）。物語の内容は昔話，お伽話，寓話，教訓物語，笑い話，歴史物語，翻
訳物語などである。
　作者は，作家，ジャーナリスト，ラジオ番組担当者として知られる ʕAbd-al-
ʕaziːz Al-ʕArwiː（1898–1971）である。アル＝アルウィーは，草創期からチュニジ
アのラジオ放送に関わり，長年にわたり番組に出演したが，その特筆すべき活動が，
チュニジアで語り継がれてきた物語をチュニス方言で語るプログラムである。標準
アラビア語の使用が優先される公共メディアにおいて，方言で民衆的な土着の物語
が語られること自体特異なことであったが，まさにその理由により，このプログラ
ムは好評をもってチュニジア社会に迎えられた。
　『アル＝アルウィー物語集』は，ラジオ番組で語られたこれらの物語の主なものを，
アル＝アルウィーの死後に編集・出版したものである。詳しい成立事情については
記されていないが，インターネット上に流布している音声資料と一致しない箇所が
しばしばあることから，ラジオ放送における即興の語りの記録というよりは，放送
のために準備された原稿をもとにしている可能性が高い3。生きた言語をそのまま記
録したものではなく，「語り手」であるアル＝アルウィーの個性が反映されたテク
ストという面もあるが（この点に関しては第 8節で触れる），「ラジオ番組において

1 Singer（1984: 37-6）と Gibson（2009: 563–564）に基づき，32種の子音（/b, bˤ, m, mˤ, f, θ, ð, ðˤ, t, 
tˤ, d, n, s, sˤ, z, zˤ, r, rˤ, l, lˤ, ʃ, ʒ, k, g, x, ɣ, q, h, ʕ, h, w, j/）と，長短合わせて 6種の母音（/i, a, u, iː, aː, 
uː/）を設定する。Gibsonは子音目録に /nˤ/を加えているが，彼自身認めているように，非常
に稀なため，本稿では含めなかった。これ以外にも，標準アラビア語やフランス語などから
の借用語に現れる音もある。
　名詞のクラスは男性（M）・女性（F）に分かれ，単数（SG）と複数（PL）の区別がある。
動詞には完了形（PERF）と未完了形（IMPF）の 2つの活用系列があり，人称・数・性によっ
て活用する。本稿で用いる略号は次のとおり。1/2/3：1人称，2人称，3人称，DEF：定冠詞，F：
女性，IMPF：未完了形，IRR：非現実モダリティ辞，M：男性，NEG：否定，PERF：完了形，
PL：複数，SG：単数，-：形態素境界。
2 本稿では，方言ではないアラビア語（古典アラビア語と現代標準アラビア語）を標準アラビ
ア語と呼ぶことにする。
3 アル＝アルウィー自身の発言によれば，彼は長い時間をかけて放送のための原稿を準備して
いたという（Turki 1988: 142）。
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チュニス方言で語る」という目的に沿って製作されたという点で，チュニス方言に
よる実際の語りをかなりの程度反映させたテクストといえる。
　『アル＝アルウィー物語集』に収録された物語のうち，本稿では，第 1巻の最初
の物語にして全 4巻中最長の「ランプよ，ランプ（mnajjra jaː-mnajjra）4」（本文は
pp. 9–66，総ページ数 58。なお，pp. 67–92は標準アラビア語による語釈）と，第 1
巻の 3番目の物語「黒い商人（it-taːʒir l-akhal）5」（本文は pp. 113–127，総ページ数
15，語釈は pp. 129–133）の 2つの物語を取り上げる。この 2つの物語を取り上げ
たのは，主人公が初めから終わりまで常に動き回るタイプの物語よりも，複数の登
場人物が入れ替わり立ち替わり活躍するタイプの物語のほうが，本稿が論ずる「場
面の主役」の転換をよく観察できるからである。
　これらの物語を含む資料についての調査は，2001年 2月から 3月にかけてチュ
ニスにおいて，Wāṣil Krīr氏（チュニス生まれの男性，調査当時は 30代）を調査協
力者として行った。本稿は，その調査で得た語彙・文法情報，および氏による朗読
の録音 6に依拠している。『アル＝アルウィー物語集』第 1巻からの引用にさいして
は，訳文末の [ ] 内にアラビア数字でページ番号（p.）と行番号（l.）を記した。

3. チュニス方言の VS構文の機能に関する先行研究
　チュニス方言の動詞を述語とする文（以下「動詞文」と呼ぶ 7）は，動詞（V）と
主語（S）の関係から，（1）に示した 3つの型に分類できる。比較のため，動詞が
qaːl8《言う》であるものを集めた。

（1）  a. VS構文 fi-θ-θniːja   qaːlt-ilhaː         l-aʕruːsa
        の中 -DEF-道 言う PERF.3SG.F-彼女に DEF-花嫁
        「道すがら，花嫁が彼女に言った。」[p.20, l.3]
   b. SV構文 si-t-taːʒir     l-akhal    qaːl-luː
        敬称 -DEF-商人 DEF-黒い  言う PERF.3SG.M-彼に
        「黒い商人殿は彼に言った。」[p.115, l.9]
   c. V構文  qaːl-luː         tilʕab-ʃiː       ʃ-ʃitˤranʒ
        言う PERF.3SG.M-彼に 遊ぶ IMPF.2SG-IRR DEF-チェス

4 「ランプよ，ランプ」の粗筋：貧しい母と 3人の娘の家に謎めいた男が求婚に来る。男は上
の 2人と次々に結婚するが，追い返す。最後に 3番目の娘と結婚する。2人の姉は，男から
自分の運命の相手について聞き，それぞれの結婚相手を探し出すため，長く危険な旅に出る。
5 「黒い商人」の粗筋：異国で「黒い商人」と呼ばれる男に騙されて奴隷となった夫を救い，
黒い商人に復讐するために，妻が男装して旅立つ。
6 2つの物語のうち「黒い商人」については，アル＝アルウィー自身の語りとされる音声記録
がインターネット上で入手できるが，刊行されたテクストと異なる点もあるため，本稿では
Wāṣil Krīr氏のテクスト朗読を利用する。
7 アラビア語学の伝統においては，「動詞文」は「動詞で始まる文」を意味するが，本稿では「動
詞文」を述語が動詞によって作られる動詞述語構文を指すものとする。
8 セム語学の慣習に則り，動詞を示すときは 3人称単数男性の完了形を用いる。
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         「彼（黒い商人）は彼に言った。『あなたはチェスはやりますか？』」
[p.114, l.15]

これらの文の動詞は，いずれも主語に一致した主格人称を含む活用形である。（1a）
では，独立した主語が主格人称を含む動詞句の直後に現れている。本稿では，この
ように動詞（句）－主語という語順で現れる動詞文を「VS構文」と呼ぶ。いっぽう，
（1b）は（1a）とは逆に，動詞句の直前に独立した主語が現れている。これは，本
来は動詞の直後にある主語が主題化されて動詞の前に現れたものと考えられる（熊
切 2018）。本稿ではこうした主語が主題化された動詞文を「SV構文」と呼ぶ。こ
の 2つの構文に対し，（1c）の V構文は動詞活用によって主格人称が示されるのみで，
独立した主語はその前後には現れない。この場合，動詞形によって示されている主
格人称は 3人称単数男性であり，文脈から「黒い商人」という主語を指示している
ことがわかる。
　物語「ランプよ，ランプ」では，主文の主動詞として動詞が 1,426回現れているが，
動詞の前後に主語が現れないV構文がもっとも多く，1,102例であった 9。いっぽう，
VS構文は151例10，SV構文は164例であった11。物語「ランプよ，ランプ」においては，
動詞文は独立した主語が現れないV構文が一般的であり，独立した主語がその直前・
直後に現れる動詞文（VS構文と SV構文）はなんらかの特定の機能を有する動詞
文といえる 12。
　これらの 3つの動詞構文は，それぞれどのような機能を持つのだろうか。VS構
文と SV構文の違いについていえば，チュニス方言のこの 2構文の機能とその違い
を論じたものは管見の限り存在しないが，標準アラビア語についてはHoles（1995: 
204–209）と Dahlgren（2009b: 728–729）の研究がある。
　Holes（1995: 204–209）は，標準アラビア語の主語と動詞の語順について論じ，
新聞においては，“VSCOMP”（動詞－主語－補語となる VS構文）は「誰が何をした，
何が起きた，どう起きた」に焦点を当てる「出来事志向（event-oriented）」であり，
“SVCOMP”（主語－動詞－補語となる SV構文）は出来事の背景やテクスト上で
すでに述べられた対象について説明する「属性志向（entity-oriented）」であるとす
る。また，Holes（1995: 211–213）は，ダマスカス方言とバハレーンの一方言の語
りにおける VS構文と SV構文の違いを若干のテクストを挙げて分析し，ダマスカ

9 接続詞 w-で連結された複数の動詞も主動詞である限りは，まとめて 1例とせず，別々に数
えた。接続詞 w-による連結は，特に V構文に特徴的であり，こうした事情もまた V構文の
数を増やしている。
10 VS構文の Sのあとに，接続詞 w-で別の主語が連結されるが，動詞ははじめの主語にのみ
一致するという構文がある。この構文の機能は不明であるため，本稿では通常の VS構文に
加えなかった（p.20, l.3の“w-rikbit hiːja w-lillaː-haː”，また「黒い商人」では p.114, l.1など）。
11 残りの 9例は，目的語や前置詞補語が主題化された動詞文と注 10で言及した動詞文である。
12 動詞文の数え方や，物語のタイプにより，「V構文」対「VS構文・SV構文」の比率は変り
うるが，それでも V構文が多数を占めることには変りがないと考えられる。
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ス方言においては VS構文が主たる出来事を述べるのに対し，SV構文がその出来
事の状況を述べることを，また，バハレーンの方言では，VS構文が話を進行させ
たり全体的状況を語ったりするのに対し，SV構文は出来事の詳細や影響を語るこ
とを指摘している。標準アラビア語とダマスカス方言，バハレーンの方言とでは，
VS構文と SV構文の機能には若干の違いが認められるものの，VS構文は出来事を
述べ，SV構文はその出来事についての背景や情報を述べるとまとめることができ
よう。チュニス方言の VS構文と SV構文がもつ構文としての機能は第 6節で議論
するが，この 2つの構文に関するHolesの見解は，チュニス方言の VS構文の一次
的機能としての theticな性質，そして他の文との関係において文を述べる SV構文
の機能に関連するものといえる。
　Dahlgrenは，語りにおける機能という観点から，VS構文は前景の語り（foreground 
discourse）に，SV構文は後景の語り（background discourse）に関わると主張する。
Dahlgrenのいう語りの前景と後景とは，Hopper（1979）に依拠するもので，前景
の語りは語りの骨格をなす本筋の出来事を語ること，後景の語りは本筋の背景を説
明したり補足したり，本筋についてのコメントを述べることであるとされる。
　チュニス方言においても，Dahlgrenの見解は全面的ではないが当てはまる。物
語「ランプよ，ランプ」の例である（1a）の VS構文は，主要登場人物である花嫁
が女召使いにある指示を与えることを述べるものである。これは本筋に含まれる出
来事であり，前景の語りとなる。いっぽう，物語「ランプよ，ランプ」や「黒い商
人」における後景の語りは，例としては後出の例文（6）のような状況説明，ある
いは出来事についての背景説明や補足的な描写であるが，これは前景の語りと組み
合わされてひとつの語りを構成している。こうした後景の語りにおいてしばしば見
られるのが，SV構文が前景となる出来事についての描写を述べる例 13である。
　ただし，チュニス方言において SV構文が常に後景の語りに現れるわけではない。
（1b）は「黒い商人」からの引用である。（1c）のチェスの誘いをきっかけに二人の
やりとりが始まり，（1b）の「黒い商人」の「彼」に対する発言によって「彼」が
「黒い商人」の計略に陥れられる過程が描かれている。（1b）の SV構文も本筋に関
わるものであり，前景の語りを担っていると考えられる。前景を語る VS構文に対
する後景を語る SV構文という見解は，少なくともチュニス方言の「ランプよ，ラ
ンプ」の語りにおいては当てはまらない 14。

13 例としては，放置された買い物籠の腐敗ぶりを描写する「虫が這っている」の SV構文（p.14, 
l.1）や，3人の娘が料理を手伝っている様子を描写する「あるものは肉を切り，あるものは
スパイスを挽き，あるものは料理の腕を振るう」での 3つの SV構文（p.25, l.7）が挙げられ
よう。
14 この点に関しては，分析の対象とするテクストの違い（Dahlgren 2009b: 727v）や，方言の
違いが影響している可能性がある。Dahlgren（2009b: 729r）によれば，シリア，レバノン，
ヨルダン，パレスチナなどの東部地中海諸方言，ベドウィン方言，メソポタミア方言，エジ
プト方言では，VS構文と SV構文の違いは，語りにおける前景と後景の違いに対応するが，
一部のエジプト方言とアナトリア方言はその例外であるという。また，Dahlgrenの挙げた
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　このように，HolesとDahlgrenのVS構文と SV構文の機能についての見解は，チュ
ニス方言の VS構文と SV構文の機能にもある程度当てはまるが，この 2つの研究
には，動詞形の影響と，V構文の位置づけという 2つの問題がある。
　まず，動詞形の影響から検討する。標準アラビア語とその諸方言の動詞には完了
形と未完了形があり，完了形が完結性，未完了形が非完結性・進行性をあらわす
とされる（Holes 1995: 177）。Holesがダマスカス方言，バハレーンの方言の VS構
文と SV構文としてあげた例を見ると，ダマスカス方言では VS構文はすべて完了
形，バハレーンの方言では 5例の VS構文のうち，3例が完了形である。これに対
し，SV構文は，ダマスカス方言では未完了形と能動分詞，バハレーンの方言では
未完了形となっている。能動分詞がダマスカス方言でどのようなアスペクトをあら
わすかは不明だが，方言では事態の進行を意味することが多い。Dahlgren（2009b: 
733）もシリア，レバノン，ヨルダン，パレスチナなどの東部地中海諸方言について，
VS構文が完了形，SV構文が未完了形である傾向について指摘している。
　チュニス方言においても同様の傾向が観察される。物語「ランプよ，ランプ」に
おける語りの地の文に現れた VS構文は 117例であり，そのうちが 109例が完了形
であった。これに対し，地の文の SV構文は 115例あり，そのうち完了形は 56例
で，未完了形がやや多かった。方言においては，VS構文では完結性をあらわす完
了形が，SV構文では非完結性・進行性をあらわす未完了形が優勢であるというこ
とになる。ここには，VS構文と，SV構文という機能の違いに，動詞の完了形と未
完了形の違いが関与している可能性がある。完結した出来事を述べるのが完了形な
らば，完了形の優勢な VS構文が出来事を述べる，あるいは前景の語りを担う構文
となるのは当然である。また，未完結・進行性の事態を述べるのが未完了形なら
ば，未完了形の優勢な SV構文が属性を述べたり，後景の語りにおいて状況や背景
を述べるのも当然ということになる。それゆえ，語順の観点から VS構文と SV構
文の機能の比較をする場合は，動詞形と語りにおける機能を揃える必要があるが，
Holesと Dahlgrenの研究ではその点について十分な配慮がなされていない。これは
両者の対象とした方言において，前景の語りを担う完了形の SV構文が少なかった
ためかもしれないが，チュニス方言においては，上述の通り SV構文の半分が完了
形であり，また（1b）のように前景を担う完了形の SV構文も存在するため，VS
構文との比較にさいしては動詞形と語りにおける機能を揃える必要がある。
　Holesと Dahlgrenの見解のもうひとつの問題は，V構文についての言及はあるも
のの，その機能については議論されていないことである。チェスの誘いを述べる（1c）
の V構文は，（1b）の「黒い商人」の「彼」に対する発言につながるものであり，
少なくとも VS構文と SV構文と同じく前景の語りを担っており，この構文には何

諸方言にはチュニス方言などの北アフリカ諸方言が含まれていないことを考えると，チュニ
ス方言の VS構文と SV構文の機能についてさらに検討する余地は残されていよう。なお，
Dahlgrenのこの指摘は，査読者のご教示による。
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らかの機能があると考えられる。
　V構文の構文としての位置づけも考慮する必要がある。ひとつの可能性として，
V構文は VS構文の Sの省略されたものであり 15，Sが文脈上明らかなときは VS構
文は V構文となるといえるかもしれない。この場合，V構文は VS構文の下位構文
となり，機能上の違いは存在しないこととなる。しかし，文脈上，動詞の主格人称
が特定の主語を指示していることが明らかで，主語が省略可能であるにも関わらず，
VS構文として主語が明示される場合がある。それが次にあげる（2）である。（2）は，
男性と女性の 2人の登場人物しかいない場面の文である。ここでは，性の異なる人
物しかいないため，動詞の主格人称のみで誰の行為かは十分区別できる。しかし，
こうした場合でも，VS構文が現れている（以下の例文では VS構文を太字で示す。
日本語訳では，VS構文であることは文頭の太字の [VS]で，V構文であることは活
用形で示される主語を [V 主語は ]と記すことで示す）。

（2）  dxal        l-aʕruːs   laː   klaːm laː   slaːm
   入る PERF.3SG.M DEF-花婿  NEG 言葉 NEG 挨拶
   sˤallaː         rakʕtiːn w-ʒaː
   礼拝する PERF.3SG.M 2回   そして -来る PERF.3SG.M
   ʕa-l-bank      w-tmadd            rqad
   の上 -DEF-長椅子 そして -横になる PERF.3SG.M  寝る PERF.3SG.M
   nahhaːt      hiːja  hwaːjʒ-haː   w-tˤalʕat
   脱ぐ PERF.3SG.F  彼女 着物 -彼女の  そして -上がる PERF.3SG.F
   raqdit       fi-l-farʃ
   寝る PERF.3SG.F  の中 -DEF-ベッド
   「（娘が男の家で待っていると）[VS] 花婿（＝男）がひと言も言わず入って

きた。[V 彼は ] 2回礼拝をした。そして [V 彼は ] 長椅子に上がった。[V 彼は ] 
横になった。[V 彼は ] 寝た。[VS] 彼女（＝娘）が着物を脱いだ。そして [V 
彼女は ] ベッドに上がった。[V 彼女は ] 寝た。」[p.11, l.12]

　ここで問題となるのは 2番目の VS構文（「彼女（＝娘）が着物を脱いだ」）である。
ここでは女性はこの「娘」だけであることが文脈上明らかだが，V構文ではなく，
VS構文によって「娘」が主語であることが明示されている。明示された主語が独
立形の人称詞であることも重要である。動詞にはすでに活用形として主格人称が表
示されており，独立した人称詞によって主語を明示する必要はないので，ここでは
主語をあえて人称詞にしても VS構文を使う理由があったと考えられる。つまり，
VS構文には V構文とは異なる独自の機能があり，その機能がここに関与している
ということである。

15 SV構文では Sが主題化されていることを考えると，V構文が SV構文の Sのなくなったも
のとは考えにくい。
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　本稿では，先行研究とは異なり，VS構文，SV構文，V構文が，それぞれなんら
かの機能を持つ独立した構文であると考える。次節以降では，この VS構文の前景
の語りにおける独自の機能について物語テクストの分析を通じて検討する。そして，
それを踏まえて，第 6節でこれら 3構文の前景の語りにおける機能の違いについて
論ずる。そのさいには，動詞形と語りにおける機能を揃えるため，前景の語りにお
ける完了形の例に限定する。

4. 語りにおける VS構文の機能
4.1. 語りにおける VS構文の特徴
　本稿では，会話ではなく，物語における語りを資料として用いる。すでに文字化
されており観察が容易であり，会話における相互作用という複雑な要因を排除でき
るからである。同様の理由から，本稿では，物語の会話内の VS構文も分析対象か
ら除く。また，hattaː《～まで》や，baʕdmaː《～の後》などの接続詞に後続する場
合は，主語がある場合はほとんど常に VS構文として現れるようであるため，これ
も除外した。「だれも～ない」という否定文で《だれも》が動詞の後に現れるもの
も排除した。結果として，本稿の分析の対象となる，物語の地の文に現れた VS構
文は 117例となった。VS構文は全体として 151例であるから，その 3分の 2以上
の VS構文が本稿の対象ということになる。これらの 117例のうち，大部分の動詞
は自動詞（107例）であった 16。動詞形はほとんどが完了形であった（未完了形は 8
例）。主語については，有生物と無生物の割合がほぼ半分（それぞれ 59例と 58例）
に分かれ，主語の有生性による偏りは見られなかったが，本稿で扱う語りの構造化
の機能を持つ VS構文の多くが有生物主語であった。

4.2. 前景の語りにおける「場面」「場面の主役」「場面転換」の定義
　チュニス方言のVS構文の機能を論ずるに先立ち，この機能に関わりがある「場面」
「場面の主役」「場面転換」についてまとめる。
　物語は，物語の本筋をなす前景の語りと，その背景をなす後景の語りとに分かれ
る（Hopper 1979）。前景の語りによって語られる本筋は，通常いくつかの部分（例
えば「起・承・転・結」のような部分）からなる。これらの本筋を構成する部分が
「場面」である。
　物語において，前景の語りは主要な存在を中心にして語られる。物語上もっとも
中心的な存在は「主人公」と呼ばれる。主人公は本筋を構成するすべての場面にお
いて中心となるわけではなく，物語の必要に応じて場面ごとに中心的な存在が設定
されることもある。こうした場面ごとの中心的存在を本稿では「場面の主役」と呼
び，物語の主人公と区別する。
　場面はたいてい物語の本筋の一部を含むが，その場面に割り当てられた本筋の展

16 数少ない他動詞の例が（3）の 2番目の VS構文である。
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開を担うのが「場面の主役」である。それゆえ，「場面の主役」は人間や動物など
の有生物，もしくは物語上，有生物扱いされた存在であると考えられる 17。「場面の
主役」は，部分的な本筋の展開を担うがゆえに，場面を規定するもっとも重要な要
素である。場面が展開する時間や場所も，「場面の主役」ほどではないが，場面を
規定する重要な要素である。したがって，場面とは「だれがいつどこで本筋を展開
するか」によって規定されることになる 18。
　こうした場面の規定から，物語における「場面転換」もまた定義できる。すなわ
ち，場面を規定するのが「だれが・いつ・どこで」である以上，これらの諸要素の
いずれかが変更されることが「場面転換」ということになる。場面を規定する要素
のうちもっとも重要なのが「場面の主役」であることを考えると，「いつ」「どこで」
よりも「だれが」の変更がもっとも「強い」場面転換であると考えられる。

4.3. VS構文による場面転換
　物語「ランプよ，ランプ」では，場面転換のきっかけとして VS構文が用いられ
ていることが観察される。まず，「場面の主役」が転換する場面転換を見る。「場面
の主役」の転換では，時間や場所といった場面の他の属性は変わらないが，多くの
場合，VS構文をきっかけに，場面の展開を担う中心的存在が別の人物に入れ替わ
る。典型的には，VS構文の後にそれと主語が一致する V構文が後続する。次の（3）
は（2）の再掲である。

（3）  dxal        l-aʕruːs   laː   klaːm laː   slaːm
   入る PERF.3SG.M DEF-花婿  NEG 言葉 NEG 挨拶
   sˤallaː         rakʕtiːn w-ʒaː
   礼拝する PERF.3SG.M 2回   そして -来る PERF.3SG.M
   ʕa-l-bank       w-tmadd            rqad
   の上 -DEF-長椅子  そして -横になる PERF.3SG.M  寝る PERF.3SG.M
   nahhaːt      hiːja  hwaːjʒ-haː   w-tˤalʕat
   脱ぐ PERF.3SG.F  彼女 着物 -彼女の  そして -上がる PERF.3SG.F
   raqdit       fi-l-farʃ
   寝る PERF.3SG.F  の中 -DEF-ベッド
   「（娘が男の家で待っていると）[VS] 花婿（＝男）がひと言も言わず入って

きた。[V 彼は ] 2回礼拝をした。そして [V 彼は ] 長椅子に上がった。[V 彼は ] 
横になった。[V 彼は ] 寝た。[VS] 彼女（＝娘）が着物を脱いだ。そして [V 
彼女は ] ベッドに上がった。[V 彼女は ] 寝た。」[p11, l.12]

17 Hopper（1979: 217）では，前景の語りにおいては有生物，特に単数の人間が動作主となり
やすいとの指摘がある。
18 場面の定義は，ここに述べたものよりずっと複雑になろうが，本稿においては差し当たり
十分である。
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　ここでは 2つの VS構文が現れる。最初の VS構文は「花婿（男）」の到来という
出来事を述べるものであり，同じ主語を指示する 4つの V構文が後続している。2
番目の VS構文は「彼女（娘）」の脱衣という出来事を述べるものであり，この VS
構文をきっかけに，後続する V構文の主語が「男」から「娘」に転換している。
この場合，最初の VS構文によって「花婿（男）」が「場面の主役」として設定さ
れ，それに V構文が後続した後，2番目の VS構文で「彼女（娘）」を「場面の主役」
として設定し直し，「娘」を主格人称として表示する V構文が後続する新たな場面
が始まる。単に主語を変えるだけなら，3人称単数女性の動詞形のみで十分だが，
ここで「彼女（娘）」を主語とする VS構文を用いるのは，語り手が聞き手に，こ
れから「娘」の場面が始まるという場面転換を伝達するためと考えられる。
　VS構文による「場面の主役」の設定と場面転換という機能は，「いつ」を設定す
る VS構文が先行したり，時の副詞を伴ったりすると，より明瞭なものとなる。

（4）  w-mʃaːt          qaʕdit       tˤaːh
   そして -行く PERF.3SG.F  座る PERF.3SG.F  落ちる PERF.3SG.M
   l-liːl    ʒaː        rˤ-rˤaːʒil  ʃaːf
   DEF-夜  来る PERF.3SG.M DEF-男  見る PERF.3SG.M
   haːk-il-qaðˤja     mahtˤuːtˤa      kiːmaː
   あの -DEF-買い物  置く .受動分詞 SG.F のように
   ʒaːb-haː             qlib            in-nʕaːl
   持ってくる PERF.3SG.M-それを  ひっくり返す PERF.3SG.M DEF-履物
   xraʒ
   出る PERF.3SG.M
   「（男の家にやってきた娘の行動について語り）[V娘は ] 行った。[V 娘は ] 

座った（＝何もしなかった）。[VS] 夜がきた。[VS] 男がやってきた。[V 彼は ] 
自分がもってきたままにあの買い物が（手付かずに）置かれているのを見た。
[V 彼は ] 履物の向きを変えた（＝踵を返した）。[V 彼は ] 出ていった。」[p.12, 
l.4]

　（4）は，男の家に花嫁として連れてこられた娘が，男の運んできた食材に手を付
けずに放置していたことを述べる場面に続く文であり，2つの VS構文によって，「だ
れが」と「いつ」が更新され，新しい場面が導入されている。最初の VS構文では
夜の到来が，次の VS構文では「男」の到来が述べられ，これ以降，男が主役となっ
て物語を展開させる。
　次に「どこ」の更新を見る。場所の設定は単独の VS構文であらわされることは
なく，「場面の主役」を主語とする移動動詞の VS構文によってあらわされる。

（5）  rawwhat      umˤmˤ-haː  l-daːrˤ-haː
   帰る PERF.3SG.F  母 -彼女の  に -家 -彼女の
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   「[VS] 彼女の母が彼女の家に帰った。」[p16, l.2]

　（5）の前の文脈では，VS構文（p15, l.3）で「母」が「場面の主役」として設定
されたのち，娘の嫁ぎ先での「娘」との会話が展開されている。（5）では，再び「母」
を主語とする VS構文を用い，場面の場所が「母親の家（娘の実家）」に移行した
ことを示している。
　場面の場所は必ずしも場所の移行によって設定されるものではない。（4）の「男
がやってきた」ことを述べる VS構文では，場面の場所が変わっていないことが示
されており，これも場所の設定と見ることができる。第 5節で確認するように，
VS構文に現れる動詞が移動もしくは場所を指定するものが多いのは，この場所
の設定と関連しているとみられる。（1a）の VS構文では，移動の動詞ではなく，
“fi-θ-θniːja”「道すがら」という場所の副詞によって場所が設定されていることも確
認できる。
　場面の転換に関連して，談話的な場面転換に VS構文が用いられた例も見ておく。
次の（6）は，「ランプよ，ランプ」の冒頭部において「彼女（母親）」を「場面の主役」
として設定する VS構文である。

（6）  tixdim       hiːja  w-iːjaː-hum     fi-sˤ-sˤuːf
   働く IMPF.3SG.F  彼女 そして -と -彼ら  の中 -DEF-羊毛
   「[VS] 彼女が，娘たちと羊毛の仕事で働いている。」[p.9, l.7]

　（6）の前では「3人の娘を残して夫の亡くなった貧しい女がいた。まったく身寄
りのない状態であった」という定型句的な語り出しがなされ，その後，（6）の VS
構文によって，物語の本筋への導入となる女と娘たちの貧しい暮らしぶりが語られ
る。（6）の VS構文は，未完了形であり，例文では省略したが，これに後続する未
完了形の V構文によっていつもの暮らしぶりという習慣的事態が語られる。この
習慣的事態は物語の背景の説明となるものであり，後景の語りである。したがって，
VS構文は未完了形の場合は後景の語りにも現れうるということになる 19。
　これまで，「場面の主役」の設定を中心に見てきたが，次に「時間」の設定が単
独で起きる場合を見る（「場所」の設定については，これが「場面の主役」を主語
とする移動動詞によってなされることが多い以上，単独でなされる例はほとんどな
いと考えられる）。

（7）  qaːl         mliːh ajjaː  tˤaːh
   言う PERF.3SG.M よい さて 落ちる PERF.3SG.M

19 査読者より，後景の語りにおいて SV構文だけでなく，VS構文や V構文も現れうるのか，
そして，もし現れうるとすれば，その機能は前景の語りにおける機能と異なるのか，という
問題提起があった。後景の語りをなす（6）は VS構文であり，例文では省略したものの V構
文も後続しているため，後景の語りの種類によっては，VS構文と V構文も現れうるという
ことになる。第 2の質問については今後の課題としたい。
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   l-liːl    rawwah
   DEF-夜  帰る PERF.3SG.M
   「[V 彼は ] 言った。『よろしい』　さて [VS] 夜が来た。[V彼は ] 帰った。」[p.55, 

l.6]

　（7）の夜の到来を述べる VS構文は，（4）の最初の VS構文と同一のものであるが，
ここでは，単に場面の時間が「夜」に設定されただけで，その前後では同じ登場人
物「彼」を主格とする V構文が現れ，（4）のように「場面の主役」そのものは変っ
てはいない。この点からすると，VS構文による（7）の場面転換は，「場面の主役」
も「時間」も（そして「場所」も）変わる（4）の場面転換と比べて弱いものであ
ると考えられる。
　VS構文による「いつ」の設定は，常に時間に関係する表現であるとは限らない。
次の（8）は「黒い商人」からの例であるが，夕食から食後の茶飲み話へ，という
時間の移行が，「食卓が持っていかれた」ことと「お茶が置かれた」ことを述べる
2つの VS構文によってあらわされている。

（8）  hazz-uː            l-id-daːrˤ   ðˤajjf-uː
   連れて行く PERF.3SG.M-彼を  に -DEF-家 もてなす PERF.3SG.M-彼を
   ðˤjaːfa   mtaːʕ-mluːk  thazzit         itˤ-tˤaːwla
   もてなし の -王 PL  取られる PERF.3SG.F  DEF-食卓 F
   thatˤtˤ         it-taːj     ʃarbuː
   置かれる PERF.3SG.M DEF-お茶M  飲む PERF.3PL
   tnahnhuː       qaːl-luː          tilʕab-ʃiː
   くつろぐ PERF.3PL  言う PERF.3SG.M-彼に  遊ぶ IMPF.2SG-IRR
   ʃ-ʃitˤranʒ
   DEF-チェス
   「[V 彼 =黒い商人は ] 彼を家に連れて行った。王たちのもてなしで [V 黒い

商人は ] 彼をもてなした。[VS] 食卓が持っていかれた。[VS] お茶が置かれた。
[V 黒い商人と客は ] 飲んだ。[V 黒い商人と客は ] くつろいだ。[V 黒い商人
は ] 彼に言った。『あなたはチェスはやりますか？』」[p.114, l.14]

4.4. 場面転換を起こさない VS構文
　VS構文が，「場面の主役，時間，場所」の設定に常に関わるわけではない。次の
（9）のような VS構文は場面転換を起こさない。

（9）  ʃarbit       hattaː rwaːt
   飲む PERF.3SG.F  まで 渇きがいやされる PERF.3SG.F
   w-ʒraː            haːk-il-maː   fiː-ʕruːq-haː
   そして -流れる PERF.3SG.M  あの -DEF-水 の中 -血管 -彼女の
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   w-tfarhdit             w-raʒʕat         
   そして -リラックスする PERF.3SG.F そして -戻る PERF.3SG.F 
   fiː-haː     r-ruːh    tfakkrit         hmuːm-haː
   の中に -彼女  DEF-魂 F  思い出す PERF.3SG.F  悩み -彼女の
   「（娘が砂漠をさまよい，ようやく水たまりを見つける）[V 彼女は ] 飲んだ。

ついに [V 彼女は ] 渇きがいやされた。そして，[VS] その水が彼女の血管を
流れた。そして [V 彼女は ] リラックスした。[VS] 魂が彼女の中に戻った（＝
人心地がついた）。[V 彼女は ] 自分の苦境を思い出した。」[p.29, l.12]

　（9）の例を含む「場面の主役」は「娘」であり 20，後続する V構文の主格人称も
共通して娘を指示している。この場面には 2つの VS構文が含まれており，いずれ
も「水が娘の血管を流れた」「魂が娘の中に戻った」という出来事を述べるもので
あるが，「場面の主役」の転換を引き起こさない。これらの VS構文に後続する V
構文では，「娘」の指示が維持され，「場面の主役」はそのままである。
　（9）のような無生物主語の VS構文は場面転換に関わらないことが多いが，有生
物主語でも場面転換を引き起こさない例（10）もある。また，無生物主語でも場面
の転換に関わるとみなせる例（11）もある。

（10）  daxluː     ʒ-ʒmaːʕa  w-buːʕatˤtˤuːʃ      qaːm
   入る PERF.3PL DEF-全員 そして -お付きの人々  立つ PERF.3SG.M
   z-zɣaːriːt
   DEF-女性の喜びの叫び
   「[VS] お付きの人々もろとも全員が（城に）入った。[VS] 女性たちの喜びの

叫びが上がった。」[p.65, l.14]
（11）  mʃaːt       biː-haː    l-karruːsa  barˤrˤa maːʃja
   行く PERF.3SG.F  と -彼女   DEF- 馬車 外に 行く .能動分詞 SG.F
   barˤrˤa maːʃja        wuqfit        biː-haː   fiː-zanqa
   外に 行く .能動分詞 SG.F 止まる PERF.3SG.F  と -彼女  の中 -小路
   「[VS] 馬車が彼女を乗せて行った。（馬車は）遠くに進む。遠くに進む。[V 

馬車は ] とある小路で彼女を乗せて止まった。」[p.11, l.7]

　（10）の最初の VS構文は人々の入城を語るものだが，「人々」は有生物とはいえ，
後続する VS構文と同じく物語の情景のひとつとして語られており，「場面の主役」
とはみなせないため，場面転換を引き起こさない。これとは反対に，（11）の馬車が「場
面の主役」となりうるのは，この馬車に主要登場人物のひとりである「彼女（娘）」
が乗っていることが前提とされ，有生物と同じく物語の展開を担う存在と認識され

20 より厳密には，2人の姉のうちのひとり。
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ているからである 21。
　VS構文が場面転換を引き起こすかどうかは，語り手がその主語を場面の展開を
担う存在とみなしているかどうかに関わっている。有生物，もしくは有生的な存在
が場面の展開の担い手となりやすいのであってみれば，（9）のような無生物主語の 
VS構文は，場面転換機能をもちにくいと考えられる。

5. 物語における VS構文による場面転換
　本節では，前節で述べた VS構文の場面転換機能について，物語の前景の語りに
即して具体的に観察する。取り上げるのは物語「ランプよ，ランプ」の冒頭からの
10ページ（p.9, l.1～ p.18, l.16）の最初の娘（三女）が活躍する部分の前半である。
登場人物は女（母親），長女，次女，三女，男である（物語では長女と次女は区別
されてはいないが，本稿では便宜的に区別する）。
　以下の物語の本筋においては，「場面の主役」の転換に関わる有生物主語の VS
構文のみ「　」内に太字の日本語訳で示し，（　）内で，次の主役の転換の VS構
文までの物語の要約を述べる。実際のテクストには後景の語りが含まれているが，
本節の目的は前景の語りの分析にあるため，本筋として前景の語りのみ論じ，後景
の語りは省いてある。ただし，例文（6）によって始まる①の場面のみは，（6）の
ところで述べたように後景の語りと考えられる。

（物語の由来と冒頭の語り：夫を亡くした貧しい女がいた。女には 3人の娘がい
た。）（p9, l.1～ l.6）
①「（例文（6））女が娘とともに羊毛紡ぎの仕事をしている。（p.9, l.7）」
（羊毛を仕入れて紡いでは市場で売る，そういう暮らしぶりだった。）
②「ある日のこと，彼女（女）の前で男が足を止めた。（p.10, l.2）」
（男は羊毛の出来に感心し，女に長女との結婚を求める。女は長女の婚礼の準備
をする。）
③「夕暮れに家の前に馬車が止まる。花嫁（長女）が準備ができた。（p.11, l.6）」
（長女は馬車に乗り込み（例文（11）22），立派な家に連れて行かれる。）
④「（例文（3））花婿（男）がひと言も言わず入ってきた。（p11, l.12）」
（男は長女に触れもせず，長椅子で寝てしまう。）
⑤「（例文（3））彼女（長女）が着物を脱いだ。（p.11, l.13）」
（長女は寝る。翌朝男は起き出して姿を消す（例文（17））。しばらくして買い物

21 それゆえ有生的な存在や，擬人化された無生物なども「場面の主役」となりうる。たとえ
ば「（魔法の）ランプが彼に答えた。」（p19, l.1，第 5節の⑰の場面），「声が彼女に答えた。」（p.29, 
l.15）「これらの身の回りの品々が飛び跳ねはじめた。」（p.32, l.7），「ござがじっとしていた。」
（p.32, l.9）などである。ここで訳で示した VS構文もまた，その後に続く短い「場面の主役」
として「ランプ」「声」「身の回りの品々」「ござ」を設定している。なお，この解説は 2名の
査読者の指摘により追加したものである。
22 （11）は場面転換の例として 4.4.節で挙げたが，無生物主語なのでここでは除外しておく。
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籠を運んでくる。）
⑥「彼女（長女）が目を覚ました。（p.12, l.2）」
（長女は買い物籠を見つけるが，料理道具がないので何もしない。）
⑦「（例文（4））夜がきた。男がやってきた。（p.12, l.5）」
（男は長女が何もしていないのを見る。次の日も次の日も同じことが続き，3日
目の夜，男は長女を離縁して女のところに帰す。しばらくして，男は再び女の前
に姿を現し，次女に求婚する。次女は男の家に連れて行かれるが，やがて長女と
同じように実家に帰される。三女はこの男の行為に怒る（例文（13））。男が求婚
に来る。真相を知るために家に行くと，同じことが起きる。男が朝，買い物籠いっ
ぱいの食料を持ってきて，姿を消す。三女は，隠された台所を発見し，料理を作る。）
⑧「夜が来た。花婿（男）がやってきた。（p.14, l.10）」
（男は食事が準備されているのを見て三女を妻とする。）
⑨「翌日，母親（女）がやってきた。（p.15, l.3）」
（女は三女の幸せな暮らしを見る。）
⑩「（例文（5））母親（女）が家に帰った。（p.16, l.2）」
（女は長女と次女に三女の幸福な様子を伝える。）
⑪「2人の娘（長女と次女）が嫉妬した。（p.16, l.6）」
（長女と次女は，三女に意地悪を言う。）
⑫「もう 1人の女（女）が行く。（動詞は未完了形）（p.16, l.14）」
（女は三女に姉たちの言葉を伝える。）
⑬「三女がカッとなった。（p.17, l.1）」
⑭「夜が来た。花婿（男）がやってきた。（p.17, l.1）」
（三女の冷たい様子を見る。ランプに話しかけて，ランプの返事によってその原
因を知る。三女に解決を約束する。翌朝，娘に贈り物が届く。）
⑮「母親（女）がやってきた。（p.17, l.16）」
（女は三女の幸せそうな様子を見て帰り，長女と次女の嫉妬がさらに掻き立てら
れる。）
⑯「その晩，男がやってきた。（p.18, l.2）」
（男は三女と宴を始め，大いに楽しむ。いっぽう，2人の娘は，意地悪な計画を
立てる。女は三女に伝える。）
⑰「その晩，男がやってきた。（p.18, l.13）」
（三女の冷たい様子を見る。ランプに話しかけて，ランプの返事によってその原
因を知る。三女に解決を約束する。）（～ p.19, l.3）

　ここにあげた「場面の主役」の転換の VS構文は，物語の一部に過ぎないが，こ
の構文がもつ場面転換機能を見るには十分である。まず，⑬以外の VS構文のすべ
てが，それに続く「場面の主役」を設定している。⑬は「三女」を主語とする VS
構文であるが，その直後に「花婿（男）」を主語とする VS構文が続くため，後続
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する V構文は現れない。この場合，⑬のみでひとつの場面が構成されていると考
えておく 23。
　VS構文によって設定された「場面の主役」は，次の VS構文で新たな「場面の主役」
が設定されるまでの間，継続しうる。これは，④と⑤を含む（3）で示したとおり
であり，他では①，③，⑥，⑧，⑩，⑪，⑫，⑰がこれに該当する。これらはいず
れも次の VS構文までの間隔が比較的短いという点で共通する。
　次の「場面の主役」転換の VS構文までの間隔が長いこともある。その場合，VS
構文によって設定された「場面の主役」は途中で変りうる 24。⑦以降の展開がその
例であり，ここで扱った約 10ページのうち，3ページ弱を占めるが，この長い展
開では，「場面の主役」は，はじめは男，次いで娘を返された母親，そして三女と
転換している。これらの転換は VS構文によるものではない。したがって，「場面
の主役」の転換にはさまざまな手段があり，VS構文はこの構文に固有な「場面の
主役」の転換のみに用いられるということになろう。
　この VS構文に固有な「場面の主役」の転換の具体的な内容を示唆するのが，こ
れらの VS構文に現れた動詞の特徴である。①～⑰の VS構文の動詞をみると，そ
の多くが ʒaː《やって来る》（⑦，⑧，⑭，⑮，⑯，⑰），wquf《止まる》（②），dxal《入
る》（④），xlatˤ《来る》（⑨），rawwih《帰る》（⑩），mʃaː《行く》（⑫）のように移
動や場所の指定に関係する動詞である。また，③は，最初のVS構文の動詞がwquf《止
まる》であり，2つの VS構文あわせて場所の指定を含み，①の xdim《働く》につ
いては，例文（6）で論じたように，談話的な場面の移行が行われている。そのため，
移行や場所の指定が明示されていないのは，特殊な⑬を除けば，⑤，⑥，⑪のみと
なる。これらは，場面の移行なく「場面の主役」の転換を行う VS構文である。総
体としてみれば，VS構文による場面転換の典型例とは，「場面の主役」の移動・場
所の指定を通じて場面の転換を行うものである。
　「場面の主役」の転換の VS構文に移動もしくは場所の指定が伴うことがあると
いう傾向は，「場面の主役」の転換の VS構文が現れやすい文脈というものがある
ことを示している。物語「ランプよ，ランプ」の場面転換においては，こうした「場
面の主役」の転換の VS構文が，大きな役割を果たしているといえる。

6. 前景の語りにおける VS構文と他の動詞文との違い
　この節では，前節で論じた場面転換の VS構文の機能を踏まえ，VS構文がその

23 ⑬の原文は“tˤalʕit itˤ-tˤufla tilʕab ʕlaː-tˤaːr buː-fils”という意味がはっきりしない慣用表現で
ある。Marçais and Guîga（1958-1961; 3024, l.14）は似た表現“jaʃtˤah ʕlaː-tˤaːr buː-fils”（表記は
変更した）をあげ，これに「カッとなる，怒りに我を忘れる」との訳を与えている。本稿の
訳はこれに基づくが，⑬の VS構文がこの構文となったのは，慣用表現であるということも
関係しているかもしれない。
24 そのため，⑦の後の⑧，⑨の後の⑩のように，ある VS構文が「場面の主役」を設定したのち，
それに引き続く展開で「場面の主役」が変ったため，その次の VS構文で，同じ主役が改め
て設定されるということも起こる。
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ような機能を持つ理由，および，VS構文と SV構文・V構文との違いについて検
討する。

6.1. 前景の語りにおける VS構文の一次的機能
　これまで見てきたように，VS構文は場面転換の機能を持つが，この機能は，VS
構文が持つなんらかの一次的機能から展開した二次的機能と考えられる。この VS
構文の一次的機能について示唆を与えるのが，場面転換を引き起こさない VS構文
の存在である。
　（9）の「その水が彼女の血管を流れた。」と「魂が彼女の中に戻った。」，（10）の「お
付きの人々もろとも全員が（城に）入った。女性たちの喜びの叫びが起きた。」は，
いずれも文脈上は新出の主語をもち，この新出の主語が関わる出来事全体を新情報
として述べている。この「出来事をひとまとまりに新情報として述べる theticな新
情報提示」が VS構文の一次的機能と考えられる。この一次的機能は，（4）と（7）
の「夜が来た。」，（8）「食卓が持っていかれた。お茶が置かれた。」のような，時間
だけを設定する VS構文にも見られる。
　theticな新情報提示とは，これまで述べられてこなかった情報をひとまとめに提
示するものであり，その結果，VS構文をきっかけに，続く文脈がその前の文脈か
ら「分離」し，新しい場面がはじまるという効果が生まれる。これが，場面転換と
いう VS構文の二次的機能である。
　「場面の主役」を設定する VS構文にも，この VS構文の「分離」機能が働いてい
る。「場面の主役」は通常，既出の登場人物である 25。すでに登場人物として認識さ
れている存在であるから，これを VS構文で語るのは，この構文の機能からみれば
矛盾するように思えるが，VS構文が既出の主語に関して提示するのは，主語につ
いての旧情報ではなく，主語である既知の存在の情報構造における位置付けが変化
したという新情報であると考えられる。この位置付けの変化が，「場面の主役」と
しての設定である。

6.2. 前景の語りにおける SV構文
　主語を主題化した SV構文は，第 3節で述べたように，チュニス方言においても，
後景の語りに現れるが，（1b）のように，前景の語りをなす場合もしばしば見られる。
次にあげるのはその典型例である（以下は「黒い商人」からの例，熊切2019: 174より）。

（12）  hiːja  ʕaqlitt-uː          w-huːwa
   彼女 認識する PERF.3SG.F-彼を そして -彼

25 新出の登場人物が VS構文によって設定されることもある。第 5節の②がそれだが，こう
した場合，その前の場面の登場人物や，既出の事物が VS構文中に対格人称接尾辞・属格人
称接尾辞として文中に現れる。②の場合は「彼女の前で」がこれに該当する。こうした人称
接尾辞なしに，登場人物の出現が語られる場合もあるが，その場合は，場面転換を引き起こ
さない VS構文に近似したものとなる。
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   maː-ʕqal-haː-ʃ
   NEG-認識する PERF.3SG.M-彼女を -IRR
   「[SV] 彼女は彼だとわかったが，[SV] 彼は彼女だとわからなかった。」[p.120, 

l.12]

　これは複数の主題文が接続詞 w-《そして》によって連結される構文であり，主
題文によってあらわされる出来事の対比 26や同時的生起をあらわす（熊切 2019）。
すなわち，主題文には，出来事を他の出来事との関係において述べる機能がある。
SV構文もまた主題文であるから，こうした「出来事を他の出来事との関係におい
て述べる」機能をもつ。その一例が，（1b）の「黒い商人」と「彼」の会話の始ま
りとなる SV構文である。（1b）は，「黒い商人」と「彼」という限定された登場人
物の構成要素のうち，発言したのは「彼」ではなく「黒い商人」であるという対比
的関係を主題化を通して述べている。
　こうした機能は SV構文による場面転換にも見られる。前節で取り上げた⑦と⑧
の間の長い展開において，「場面の主役」が三女に転換するきっかけとなるのは，
以下の（13）の SV構文によってである（以下の例の訳では SV構文を太字の [SV]
で示す。2番目のVS構文は場面転換を引き起こさない無生物主語のVS構文である）。

（13）  itˤ-tˤufla  sˤ-sˤɣiːra    istɣaːðˤit      w-tˤaftˤaf
   DEF-娘  DEF-小さい  憤る PERF.3SG.F  そして -溢れる PERF.3SG.M
   il-himm   ʕlaː-qalb-haː  qaːlit       l-umˤmˤ-haː
   DEF-悩み  に -心 -彼女  言う PERF.3SG.F  に -母 -彼女の
   「[SV] 末の娘（＝三女）は怒った。そして，[VS] 彼女の心は悩みで一杯になっ

た。[V 彼女は ] 自分の母に言った。（これ以降，三女が中心となる場面が続
く）」[p.13, l.6]

　（13）は，「ランプよ，ランプ」において，長女と次女が離縁された後にいよいよ
三女が登場する場面のものである。三女の登場以前には，長女と次女の出来事が述
べられ，これらの先行する出来事に対する反応として「三女が怒った」という出来
事が SV構文で述べられている。また，長女，次女，三女という限られたセットの
人物を取り上げて「場面の主役」として設定するのも，関係において出来事を述べ
る SV構文の特色である。（13）の SV構文は前景の語りにおける「場面の主役」の
設定の一種であるが，先行する語りからの分離において「場面の主役」を設定する
VS構文とは異なる。

6.3. 前景の語りにおける V構文
　ここまで見たように，前景の語りの VS構文は，先行する語りから分離したもの

26 アラビア語一般の対比的主題については Dahlgren（2009a）を参照されたい。
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として出来事を語るものであり，前景の語りの SV構文は，他の文との関係におい
て出来事を語るものである。これに対し，V構文は，ある場面が設定された後の実
際の展開を担う動詞構文である。
　次の（14）（（4）の一部）は，前景の語りに属する「男」の行動について語るも
のである。まず，初めの 2つの VS構文により，場面の時間と場面の主役（「男」）
が設定され，それに後続する V構文が，その男の行動と，それに伴う場面の展開
を語っている。

（14）  tˤaːh         l-liːl
   落ちる PERF.3SG.M DEF-夜 
   ʒaː         rˤ-rˤaːʒil  ʃaːf        haːk-il-qaðˤja
   来る PERF.3SG.M DEF-男  見る PERF.3SG.M あの -DEF-買い物
   mahtˤuːtˤa       kiːmaː   ʒaːb-haː 
   置く .受動分詞 .SG.F  のように 持ってくる PERF.3SG.M-それを
   qlib             in-nʕaːl   xraʒ
   ひっくり返す PERF.3SG.M DEF-履物  出る PERF.3SG.M
   「[VS] 夜がきた。[VS] 男がやってきた。[V 彼は ] 自分がもってきたままに

あの買い物が（手付かずに）置かれているのを見た。[V 彼は ] 履物の向き
を変えた（＝踵を返した）。[V 彼は ] 出ていった。」[p12, l.5]

　第 3節で，物語「ランプよ，ランプ」における V構文の多さを指摘したが，物
語の大部分が場面内の展開からなることを考えればこれも当然のことだといえよう。

6.4. 前景の語りにおける VS構文・SV構文・V構文の違いのまとめと問題点
　本稿で扱ったチュニス方言の資料に見られる VS構文・SV構文・V構文の前景
の語りにおける機能の違いをまとめると，次のようになる 27。

（15）  物語「ランプよ，ランプ」の前景の語りにおける各動詞文の違い
   VS構文：先行する語りから分離した新情報として出来事を述べる。
   SV構文：他の文との関係において出来事を述べる。
   V構文：すでに設定された場面において本筋の展開を担う。

　場面転換の観点からすれば，VS構文は，先行した語りから分離し，新たな場面
として場面転換を行うのに対し，SV構文は，（13）に見たように，先行する出来事
との関連において「場面の主役」を設定し，それにより場面転換も生じる。

27 ここでの VS構文と SV構文の違いの説明について，査読者より，VS構文の（3）も，SV
構文と同じく，「花婿との関係において花婿の出来事（行為）を述べている」と捉えうるので
はないかとのコメントがあった。（3）は第 5節の④～⑤の場面にあたるが，ここでは登場人
物が 2人に限定されており，そのような場合は VS構文にも SV構文のような対比的な関係を
読み取ることができるということかもしれない。
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　V構文もまた「場面の主役」の転換を引き起こすことがある。これには，大きく
分けて 2種類のものがある。ひとつは，動詞の意味そのものが「場面の主役」の転
換を前提とするものである。その典型的な例は qaːl《言う》である（以下の例では
この動詞を太字で示す）。

（16）  qaːl-luː         maː-faqt-ʃ           …
   言う PERF.3SG.M-彼に  NEG-目覚める PERF.2SG-IRR  （中略） 
   maː-hassiːt        ʃajj   fi-l-liːl    qaːl-luː
   NEG-感じる PERF.2SG  なにも に -DEF-夜 言う PERF.3SG.M-彼に
   ʃajj    qaːl-luː         ammaːla  …
   なにも 言う PERF.3SG.M-彼に  ならば  （以下略）
   「[V 大臣は ] 彼（王子）に言った。『目を覚さなかったのですか？　（中略）

　夜中になにも感じなかったのですか？』[V 王子は ] 彼（大臣）に言った。『な
んにもだ』　[V 大臣は ] 彼（王子）に言った。『ならば（以下略）』」[p.55, l.1]

　（16）では，動詞 qaːl《言う》のたびに主語が変わるが，このような主役の転換
が可能なのは，qaːl《言う》が相互交渉的な行為をあらわす動詞であり，主語が入
れ替わるターンテイキングな活動を前提としているためであろう。
　もうひとつの V構文による「場面の主役」の転換は，「場面の主役」の転換を前
提としない動詞の場合に生じるものである。次の（17）は例文（3）の後半部分に
後続する文を加えたものである。

（17）  nahhaːt      hiːja  hwaːjʒ-haː   w-tˤalʕat
   脱ぐ PERF.3SG.F  彼女 着物 -彼女の  そして -上がる PERF.3SG.F
   raqdit       fi-l-farʃ      qaːm        min-ɣudwiːka
   寝る PERF.3SG.F  の中 -DEF-ベッド 起きる PERF.3SG.M から -翌日
   ʕa-l-faʒr           ɣaːb          saːʕa-min-zmaːn
   の上 -DEF-早朝の礼拝の時刻 姿を消す PERF.3SG.M しばらく
   「[VS] 彼女（＝娘）が着物を脱いだ。そして [V 彼女は ] ベッドに上がった。[V 

彼女は ] 寝た。翌日早朝，[V 彼は ] 起きた。[V 彼は ] しばらく姿を消した。」
[p11, l.12]

　太字で記した箇所で起きた「彼女」から「彼」への「場面の主役」の転換は，
VS構文によらずに，V構文の連続の中でなされている。次節では，このような前
景の語りにおける VS構文と V構文との「場面の主役」の転換がどう違うかを，情
報構造，とくに共通基盤マネジメントという観点から説明する。
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7. 場面転換の VS構文と語りの構造化
7.1. 語りの構造化としての場面転換
　前景の語りにおける VS構文・SV構文・V構文のうち，VS構文には他の 2構文
にない特徴がある。それは，VS構文の場面転換が，物語の本筋だけではなく，語
るという行為そのものにも及ぶことである。
　SV構文は他の文との関係において出来事を述べる構文であるから，前景の語り
内で働く構文といえる。同様に V構文も，すでに設置された場面内で本筋を展開
する。しかし，VS構文の場面転換は，（6）で見たように本筋以外の場面転換にも
関わる。これは「定型句的な語り出しから物語の導入部への移行」であり，物語の
本筋の場面転換というよりも，語りの構造上の転換である。それゆえ，「場面の主役」
の転換をもたらす VS構文による分離は，物語上の区切りであると同時に，語りの
区切りともなっている。
　VS構文のもつ「場面の主役」転換機能は，語りの区切りを設ける「語りの構造化」
であり，これは書き言葉で段落に分けるのと同じ機能を果たす 28。このように見る
ことにより，本稿で扱った資料にみられる「場面の主役」の転換をもたらす VS構
文の機能について，「物語の本筋上の場面転換」と「語りの構造化としての場面転換」
というふたつの側面から捉えることが可能になる。場面転換の VS構文のこのふた
つの側面を理解するのに有用なモデルが，次節で述べる情報構造モデルである。

7.2. 共通基盤コンテントと共通基盤マネジメント
　情報構造における共通基盤（common ground）とは，コミュニケーションにおいて，
コミュニケーションの参与者どうしですでに共有された情報と，コミュニケーショ
ンの進展によりさらに変容する情報についてのあり方をモデル化したものである。
Krifkaは，さらにこれを共通基盤コンテント（CG content）と共通基盤マネジメン
ト（CG management）とに区別することを提案している（Krifka 2008: 246, Féry and 
Ishihara 2016: 4–5）。
　共通基盤コンテントとは，あるコミュニケーションでの共通基盤の最新の内容
（Féry and Ishihara 2016: 5）を指す。また，共通基盤マネジメントとは，この共通
基盤コンテントを発展させるやり方に関わり，「コミュニケーションにおける参与
者どうしの，はっきりした関心とゴールについての情報」を伝達するものである
（Krifka 2008: 246）。
　Krifkaは，共通基盤マネジメントの例として「疑問」をあげている。疑問とは，
事実に関する情報を含まず，それゆえ共通基盤コンテントには寄与しないが，なん
らかの返答によって埋めるべき情報的欠落が問うた側にあることを問われた側に示

28 第 5節で扱った 10ページの『アル＝アルウィー物語集』本文（p.9, l.1～ p.18, l.16）において，
形式的段落（つまり改行と字下げのある段落）は，28個あり，そのうち，11個（①，②，④，
⑥，⑦，⑧，⑨，⑫，⑬，⑯，⑰）が「場面の主役」の転換の VS構文によるものであった。
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す。この談話的な情報発信が共通基盤の「管理」に関わるものと捉える。Krifka（2008: 
272）は，談話辞やイントネーションなども「共通基盤の構造」を生み出す共通基
盤マネジメントに含まれうるとする。
　これを物語の語りにあてはめると，共通基盤コンテントにあたるのは，物語の本
筋，およびその本筋を理解するために必要な背景である。また，もういっぽうの共
通基盤マネジメントには，共通基盤コンテントの確立のためになされるあらゆる手
立てが含まれる。その手立てには，前景の語りと後景の語りの適切な配置・配分，
登場人物の明瞭な差別化，本筋の際立たせ，ミスリーディングな情報の排除，すで
に共有されている語りのパターンの採用，語りの様式化などがありうる。そして，
本稿で取り上げた場面転換による語りの分節，および「場面の主役・時間・場所」
の設定もこれに加えることができる。これらの手立ては，聞き手に物語を話し手の
意図した形で伝えるために，語りをなんらかの仕方で構造化する。コミュニケーショ
ン的には，語りの構造化は共通基盤マネジメントそのものといえる。

7.3. 共通基盤マネジメントと VS構文の場面転換
　共通基盤マネジメントという観点から，VS構文による場面転換を捉え直すと，
場面転換をもたらす VS構文には，物語の本筋に関わる共通基盤コンテント的側面
と，場面転換という共通基盤マネジメント的側面があることがわかる。共通基盤
コンテントは真偽条件に関わるものであるが（Krifka 2008: 272），共通基盤マネジ
メントは真偽条件に影響を与えない。次の（13）（（3）の日本語訳）の 2番目の VS
構文（「[VS] 彼女が着物を脱いだ。」）を V構文（[V 彼女は ] 着物を脱いだ。）に変
更しても，語られる内容そのものは変らない。

（18）  （娘が男の家で待っていると）[VS] 花婿（＝男）がひと言も言わず入ってきた。
   [V 彼は ] 2回礼拝をした。そして [V 彼は ] 長椅子に上がった。[V 彼は ] 横

になった。[V 彼は ] 寝た。[VS] 彼女（＝娘）が着物を脱いだ。そして [V 彼
女は ] ベッドに上がった。[V 彼女は ] 寝た。[p11, l.12]

　しかし，その場合，「娘」を主語とする VS構文が表示していた「娘」が「場面
の主役」となったという共通基盤マネジメント的新情報は失われ，寝ている「男」
が主役の場面という不自然な設定のもとで，主役ではない娘の行動を追うという語
りになる。「娘」の行動が聞き手の関心であるはずの文脈で，語り手が「娘」を「場
面の主役」にしないのは，聞き手にとってわかりにくい。共通基盤マネジメント情
報は，語られる内容そのものには関わりがないが，聞き手への理解度を左右すると
いう意味で，語り方に関わりがあるといえる。
　これとは逆に，語り手は，場面の内容や，聞き手の受け取り方を考慮して，共通
基盤を積極的 に「管理」せずに放置する（あるいは，放置という「管理」をする）
ことにより，物語を進めていくこともありうる。例文（17）において，「彼女」か 
ら「彼」への「場面の主役」の転換が，VS構文によらず，V構文の連続において
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なされるのは，そのようなケースである。この場合，物語の流れ上，VS構文によっ
て分離的な場面転換を起こすと，かえって聞き手を惑わす可能性があるため，V構
文によって，展開のうちに「場面の主役」を転換したほうがより適切な共通基盤マ
ネジメントができると，語り手が判断したのである 29。
　また，第 5節でみたように⑦～⑧の間は，3ページ弱（pp.12, l.5–14, l.9）を占め
る長い展開が含まれ，「場面の主役」は，はじめは男，次いで娘を返された母親，
そして，三女と転換している。これらの転換のうち，最後のものは SV構文による
ものであり 30，男から母親への転換は V構文によるものである。この転換もまた，
上述のような「放置」マネジメントとして理解される。すなわち，⑦～⑧の展開に
おいては，「長女の離縁」のあとに，「次女への求婚と離縁」という「長女」と同じ
場面が繰り返されるため，新情報提示の VS構文をいちいち用いると，場面の繰り
返しという効果を阻害することになるのである 31。共通基盤マネジメントの観点か
ら場面転換の VS構文を捉えた場合，ある場合には適切な「管理」であっても，別
の場合には共通基盤の発展を妨げる不適切な「管理」となることもありうるのである。

8. 結論と課題
　本稿では，アラビア語チュニス方言による物語における VS構文が，物語の登場
人物を主語とした場合に「場面の主役・時間・場所」の設定という点で場面転換を
引き起こす，語りの構造化機能を持つ場合があることを論じた。
　また，このような場面転換の VS構文と，SV構文と V構との前景の語りにおけ
る違いについて検討し，場面転換のVS構文は，文脈的に分離することで場面転換を，
SV構文は他の出来事との関連によって場面転換を，そして V構文は場面の展開に
おいて「場面の主役」の転換を起こすと考えられることを述べた。
　さらに，「場面の主役」の転換の VS構文について情報構造の観点から分析を行い，
この構文が，語りの内容についての情報を伝達するという共通基盤コンテント的側
面と，語り方についてのメタ言語的情報を伝達するという共通基盤マネジメント的
側面をもつことを述べた。そして，場面転換の VS構文が用いられる場合とそうで
ない場合があることについて，共通基盤マネジメントの観点から説明を行なった。
　チュニス方言の VS構文は，6.1.節で論じたように，新情報をひとまとまりに提
示する機能を持つ。例（7），（8），（9），（10）において，場面に出来事をひとつひ
とつ配置していくのは，舞台が始まる前に，演出家が指示を通じて大道具・小道具

29 その判断の根拠は，語られた状況を考慮に入れない限り不明である。ここで例文の直後の
文脈をみると，「男」が姿を消した直後に再び「娘」を主役とする場面転換が行われる（第 5
節の⑥を参照）。すなわち，全体として「娘」が主役となる場面が続くので，男を「場面の主
役」にしてしまうと，聞き手の混乱を引き起こす，と語り手が考えたためかもしれない。
30 例文（13）とその議論を参照されたい。
31 別の箇所の V構文による「男」から「三女」への「場面の主役」の転換（p.13, l.13-14）に
ついても，やはり長女・次女と同じ場面の繰り返しであるということから，ここでの説明が
適用できると考えられる。
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を並べるのに似ている。また，この劇場の比喩を続けるならば，演出家はさらに，
登場人物を主語とする VS構文によって，その「場面の主役」となる俳優を中心に
据え，演劇を開始するのである。
　舞台を構成する要素が共通基盤コンテントの重要な要素とすれば，それらを舞台
に配置するやり方は共通基盤マネジメントとなろう。同じ脚本でも演出家の経験，
理解力，観客への観察力と信頼関係，注意力，教養，個性によって，上演されるも
のが大きく変わるように，語りにおける共通基盤マネジメントの仕方も語り手に
よって大きく変わりうる 32。
　本稿は，アル＝アルウィーという特定の語り手の資料に対象を限定しているため，
本稿で得られた結論もまた，アル＝アルウィーが語った状況の共通基盤マネジメン
トを反映した限定的なものかもしれないが，本稿の結論は次のように他の資料でも
確認できる。
　チュニス方言の語りの記録には，言語学者による記録を含め，複数の刊行物が
ある。そのうち最古のもののひとつは，Stumme（1893）であり，これには，チュ
ニス方言による物語と詩が収められている。そのうち，最初の 3つの物語（pp. 
3–38）の VS構文を検討したところ，本稿で述べたような場面転換でしばしば用い
られているのが観察された。また，場面転換の VS構文に用いられる動詞について，
最初の物語「寡婦の子ムハンマド」（pp. 3–14）を調べると，第 5節でまとめたよう
な，移動，もしくは場所の指定に関する動詞が多く見られた。
　ただし，この資料では，V構文が用いられるような場面内の展開において VS構
文が使用されるという違いも見られた。特に，qaːl《言う》などの主語が入れ替わ
るターンテイキングな活動において，しばしば VS構文が見られた 33。こうした違
いが，本稿の結論の反証となるのか，それとも，共通基盤マネジメントの一環とし
て理解されうるのかを判断するには，Stumme（1893）などの物語記録の総合的な
分析が必要となろう 34。さらに，実際の語りの現場に赴き，そこで語られる生きた
言語のありようと語り手と聞き手の身振り，表情，視線を観察し，それらの観察を
通じて，共通基盤の発展過程をコンテントとマネジメントの双方から捉えることも
実りのある試みになろう。今後の課題としたい。
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Abstract
Structuring the Narrative: Function of VS Clause in Tunis Arabic
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This paper discusses the function of Verb-Subject order in the narrative of Tunis Arabic. 
When the VS clause appears in the foreground discourse and its subject is a character, it 
causes shift of scene by setting a central character of the scene, its place, and its time. The 
paper demonstrates how this VS clause functions by examining the actual narrative sample. 
This function of scene shifting is connected with the basic function of VS clause, which 
thetically presents new information in the context. On the basis of this view, this paper 
clarifies the functional difference of the VS clause, SV clause, and V clause in the foreground 
discourse of the narrative. Further discussion is made in terms of information structure. This 
paper argues that scene shifting VS clause has two functions—that of Common Ground 
content, which conveys the information of the narrative’s content, and Common Ground 
management, which is concerned with narration itself. This framework explains exceptional 
shifts of scene without the VS clause.
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